
V13新機能紹介  

06-6252-7683 

052-452-5535 

03-5688-8866 

ヨシカワメイプル株式会社
http://www.ymp.co.jp 

SX/FX共通 

※バージョンの表記はSolidMillFXのものです。SXのバージョンではV2に相当します。 
※V12.0.3以降の追加機能の内容も含まれます。 

本 社  

名古屋営業所  

東 京 営 業 所 



           ＜V13の３つの特徴＞     
        ソフトウエアの“使い勝手”の向上 
        ソフトウェアの安定性の向上 
        要望の多い機能の追加 

要素やボディの存在するレイヤーのタブを、青色で表示 

ＮＣデータ表示ウィンドウを画面右にも表示 

３次元ＣＡＭの加工指示書の保存先をCAMデータごとに指定 

３次元ＣＡＭのCLデータの保存先の選択肢の追加 

３次元ＣＡＭデータの存在するフォルダを開く 

「計測」ツールバー新設、「計測」機能の強化 

３次元ＣＡMのヘルプの項目を増加 

使い勝手の向上 

工程編集画面の変更 



お客様のご協力の下、動作の不安定な個所・原因を特定し修正 
（とくに工程編集、シミュレーション関連） 

半角スペース（無効な文字）を使用した工具名のチェック 

同一工具番号で異なる突き出し長の場合の処理を追加 

NCデータとして無効な文字のチェック 

3次元CAMエッジ輪郭加工：始点終点延長にマイナスの数値 

3次元CAMエッジ輪郭加工：逆テーパ工具の定義 

3次元CAMエッジ輪郭加工：面取り加工の設定を変更 

3次元CAMエッジ輪郭加工：R面取り加工用に逆R工具の定義 

安定性の向上 

その他の追加機能 



3次元CAM：レンズバレル工具の制限の一部解除 

3次元CAM ３次元曲線加工：加工順序指定 

3次元CAM STLファイルによるワーク指定：CAMデータのあるフォルダを指定 

3次元CAM：割り出し加工でスラント軸に対応 

２次元CAD/CAM：「ループ選択」機能を追加 

２次元ワイヤCAM：L字型アプローチの機能追加 

２次元CAD→3次元CAD：「３Dモデラーへ出力」機能強化 



以下のOSに対応しています。 
Windows Professional 7（64） 
Windows 10（64） Pro 
 
     推奨 Windows 7（64） メモリ１６GB以上 
    Windows 10（64）メモリ１６GB以上   

3D環境で、ウィンドウで要素選択（枠内選

択）する際の残像の問題は、以下の方法で
回避可能です。 
 
Windows7でデスクトップ個人用設定にて
Aeroのテーマ以外にします。 
 
 

V12以降 ３２ビットOSでは動作しません。 



要素やボディのあるレイヤーのタブを青色表示 

一覧表示の際、モデルのあるレイヤを含むタブ表示が 青色 
になります。 

３次元
CAD 

２次元
CAD 

使い勝手の向上 



ＮＣデータ表示ウィンドウを画面右にも表示 

３次元
CAM 

２次元
CAM 

NC出力設定＞テキスト出力＞画面 

にチェックした場合、表示位置を画面の「下」か
「右」か、選択できるようになりました。 

実行環境設定＞NC出力＞画面 

にチェックした場合、表示位置を画面の「下」か
「右」か、選択できるようになりました。 

使い勝手の向上 



加工指示書の保存先フォルダの指定 

NC出力設定＞NCファイルの設定＞加工指示書の保存ディレクトリ 
で設定します。加工指示書は指定の出力先に保存された後に開かれます。 
「ファイル名をCAMデータに合わせる」のチェックをすると、加工指示書のファイル名を
CAMデータファイル名と合わせることができます。 

使い勝手の向上 



CLデータの保存先フォルダ指定方法の追加 

NC出力設定＞NCファイルの設定＞CLデータの
保存フォルダ＞ 
「CAMデータの下のサブフォルダの下のサブ
フォルダ（CAMデータ名） 
が設定できるようになりました。 

上記のように設定した場合 
同じフォルダ内に 
AAA.BSC   BBB.BSC 
があると、CLフォルダの下の 
AAA_CL    BBB_CL   
フォルダにCLデータが保存されます。 

使い勝手の向上 



「データの場所を開く」コマンド 

ファイル＞データの場所を開く 

CAMデータのある場所のフォルダ
がエクスプローラで開きます。 

使い勝手の向上 



計測機能の強化 
距離や角度の計測機能を強化しました。エッジやフェースを延長して距離を計
測できるようになりました。どの部分の距離を計測しているのかを明確に表示
するようにしました。計測コマンドだけではなく、モデルの作成や編集で、距離
や角度を参照する操作にも、同様の改善をしました。 
 

計測ツールバーを追加 

 「面の属性」コマンドで、平面が指示された場
合、テーパ角度も表示するようにしました 

使い勝手の向上 

３次元
CAD 



計測ツールバーを追加 

計測機能の強化 

 ・距離の計測コマンドを改良しました。従来は「点－点」／「要素－要素」／「要素－ 
  点」の切り替えをサブメニューで行っていましたが、サブメニューではなく、計測結 
  果ダイアログボックスの下部のボタンで切り替えるようにしました。また、角度の計 
  測にも切り替えられるようにしました。 
 ・角度の計測コマンドを改良し、距離の計測コマンドと統合しました。コマンドの起動 
  時は角度の計測になっていますが、計測結果ダイアログボックスの下部のボタンで  
  切り替えると、「点－点」／「要素－要素」／「要素－点」の距離の計測も行えます。 

使い勝手の向上 

２次元
CAD 



工程編集画面の改善（1） 

「油」の選択肢の文字を変更できるようにしました。 

出力しない工程をグレー表示にしました。 

作業区分をグレー 
表示にしました。 

作業区分の行に番号をつけないようにしました。 

INIファイルを編集します。 

[CooLant]セクションの 
CoolNo1=   ~    CoolNo2=   で設定してください 

使い勝手の向上 

３次元
CAM 

２次元
CAM 

３次元
CAM 



使い勝手の向上 

３次元CAMのヘルプの項目を増加 

従来 ヘルプ の表示され
ていなかった項目でヘル
プが表示されます。 



安定性の向上 

ソフトウェアの安定性が向上 

インストールガイド１ページ目をよくご確認ください。すべてのお客様において、 
Solidmillfx.ini ファイルの設定変更をお願いします。 
通常C:¥Solidmillfxの直下にあるSolidmillfx.ini をダブルクリックして編集します。 
下記の設定値を変更します。 
（変更前）AfterSimRefresh=1 → （変更後）AfterSimRefresh=0 
ご不明な点は弊社営業技術部へお問い合わせください。 

工具名、切削工具名、工具種別名の途中に半角スペースがあると、その工具
は無視され選択することはできません。この処理が不完全なため、工具登録な
どでシステムが異常終了することがありました。これを修正し、無視される工具
がある場合は、警告メッセージが表示されるようにしました。 

INIファイル修正のお願い 

半角スペースのある工具名を警告 

V12.0.3の修正版をご提供 

上記以外の、不具合を修正したバージョンとして、V12.0.3.XおよびV12.0.4.X
（新しいUSBキー用のバージョン）をリリースし、対応をさせていただきます。 



同一のT番号で異なる突き出し長チェック 

NCチェック、NC出力の際の異常文字を検出 
NCデータ中の NCデータとしてはありえない「文字化け」をチェックし、エラー
表示します。ディスクに書き込む直前でチェックします。 

同一T番号で異なる突き出し長が設定されているときに、 

工程編集＞工具番号設定 を行うと、「工具設定の不具合のレポート」が表示されます。
「閉じる」をして、工具番号設定ダイアロ内の 

「工具番号が同じ時、突き出し長を長い方に合わせる」のチェックをし、「設定実行」する
と、工程設定のなかの突き出し長の内容が変更されます。 
T番号を変更する方がよい場合は、「キャンセル」して、該当する工程の工具名とT番号を
変更してください。 

３次元
CAM 

工程編集画面の改善（２） 

安定性の向上 



エッジ延長機能にマイナス値入力 

その他の追加機能 

２軸エッジ輪郭加工、２軸半荒取り加工、２軸半仕上げ加工において、開図形始点の延
長、開図形終点の延長にマイナスの数値を入力し、ツールパスを短くすることができる
ようになりました。 

マイナスの数値を入力するには、 「直線」を選択する必要があります。選択エッジが円
弧の場合、入力値は周長として扱われます。 
面取り加工との関連で、要望が多かった機能です。 

[データ]３D-CAM-SV7-02-マイナス延長.bsc 

動画：３D-CAM-S-V7-02-マイナス延長.wmv 

３Dベース２軸
CAM機能 



逆テーパ工具を定義、登録 

工具種別：REV_TAPER 
２軸エッジ輪郭加工で使用できます。 

動画：3D-CAM-V13-01-逆テーパ工具.wmv 

その他の追加機能 

３Dベース２軸
CAM機能 



面取り加工の機能強化 
面取り工具を使用して、面取り加工をします。面取りされていないモデルか面取りされ
ているモデルかにより、選択エッジ、メニュー指定を変更します。面取りかR面取りか
の区別は設定されている工具の種別によります。 

工具選択で、90度の面取り工具または、R面取り工具を指定します。 
面取り工具では先端径の定義が必要です。 

上エッジ 

下エッジ 

面取りのない
エッジ 

モデルに面取りがない モデルに面取りがある モデルにR面取りがある 

「曲線のサイドを加工」を選択しておきます。 
「面取り加工」にチェック 
選択エッジが面取り「なし」、「上エッジ」、「下エッジ」か指定 
面取り工具では「面取り量」「工具先端～エッジ高さ距離」を指定 

下エッジ指定の場合
の距離 

なし、上エッジ指定の
場合の距離 

その他の追加機能 

３Dベース２軸
CAM機能 



R面取り工具に対応 

[データ]３D-CAM-SV7-01-面取り加工.bsc 

インナーR工具（R面取り用工具）の定義 

工具種別は「INNER_R」を指定します。 
工具定義に逃げテーパは指定しません。 
干渉回避のため開始、終了図形の延長機能にマイナスの値を指定することが可能です。 
注）突き出し長の表示に不具合があります 

動画：３D-CAM-S-V7-01-面取り加工.wmv 

その他の追加機能 

３Dベース２軸
CAM機能 



３D曲線加工で加工順序を指定 
３Dベース２軸
CAM機能 

その他の追加機能 

「工具/基本動作」タブに「曲線順序指定」ボタンが追加されました。 
指定された順番が矢印表示されます。 
「Z上→下に並べ替える」のチェックがある場合は指定できません。 

選択した曲線がレイヤーで非表示の場合、「曲線が選択されていません」と
いったエラーが表示されます。 



３軸CAM機能 STLによるワーク指定（利便性向上） 

ワークをＳＴＬファイルで指定する場合、従来の絶対パスの他、ＣＡＭデー
タと同じフォルダにあるファイルとしての指定が、可能になりました。ファイ
ル名の先頭に ‘/’  をつければ、ＣＡＭデータと同じフォルダにあるファイ
ルが指定されたものとします。 

その他の追加機能 



レンズ・バレル工具を指定した場合、以下の機能は使用できません。 
（★印は今回制限が解除されました） 
・ストック入力 
・ストック出力 
・等高線同時削り残し部加工 
★斜面沿いピッチ 
・斜面沿いピッチ（曲線指定） 
・ホルダ干渉チェック 
・斜面制御（最適化） 
・突き出し長分割 
・等高線スパイラル 
★ピッチのスキャロップによる指定 
・加工領域の工具接点指定 
・工具中心でのNCデータ出力 

レンズバレル工具の制限解除 ３軸CAM機能 

その他の追加機能 



割り出し加工機能 スラント軸（牧野フライス社D800Zなど）に対応 

３次元CAMの割り出し加工機能が、B軸の傾いた（XY平面に平行でない）仕様
の機械に対応しました。軸構成ファイル(.axcファイル）に回転軸の傾き（YZ平面
で見た角度。90~-90度）を記述してください。パラメータ名は「AXIS_ANGLE1」で
す。軸構成ファイルのサンプルとして、D800Z.axcを添付しています。 

その他の追加機能 



2D＆３D CAD機能 「３Dモデラーに出力」機能の改善 

出力先の表示色／レイヤー／作業平面を 

指定できるようになりました。これらのデフォル
ト値は、それぞれの現在の設定値です。 

連続線の選択方法に「ループ」が 
使用できるようになりました。 

その他の追加機能 



傾斜アプローチ指定 ３Dベース２軸CAM機能 

２軸エッジ輪郭加工（閉じた輪郭）で傾斜アプローチが指定できるようにな
りました。 

２軸半荒取り加工の傾斜アプローチについて、パス沿い切り込みに加え
てヘリカル（螺旋）アプローチを指定できるようになりました。 
2軸半仕上げ加工（閉じた輪郭）で、傾斜アプローチを指定できるようにな
りました。 

[データ] ３D-CAM-SV7-03-傾斜アプローチ等.BSC 

ヘリカルアプローチを指定した場合、干渉がある
場合、自動的にパス沿い切り込みに変更します。 

動画：３D-CAM-SV7-03-傾斜アプローチ等.wmv 

その他の追加機能 



２軸半仕上げ加工の活用 ３Dベース２軸CAM機能 

典型的な２軸半仕上げ形状としては 
「R-ﾃｰﾊﾟ-R」  「R-ﾃｰﾊﾟ」  「ﾃｰﾊﾟ-R」 「R」 「ﾃｰﾊﾟ」  

の断面形状があります。断面をパラメータで指定でき、出力は
G02,G03を用いた単純なデータとなります。 

ﾃｰﾊﾟのない壁面で２軸半仕上げ加工を用
いると、左図のような加工が１工程で定義
できます。ちなみに、この例で、エッジ輪郭
加工を使用する場合は、加工Z範囲ごとに３
つの工程を必要とします。 

エッジ輪郭加工の工程数削減に利用 

その他の追加機能 



２DベースCAM機能 図形抽出のループ選択 

傾斜アプローチ指定 

共通機能 

共通機能 

2軸加工CAM,2次元ワイヤカットCAM,コンバート において、

図形抽出方法に、「ループ」を追加しました。要素を１つ指
示すると、接続している要素が自動選択されます。途中に
枝分かれがある場合は、意図通りに選択されない場合が
あります。その場合は別の方法で選択し直してください。 

詳細は前出、３D-CAM機能と同様です 

その他の追加機能 



２DベースCAM機能 

加工条件設定の「３軸動作」で、「３軸ピック」の 
「円錐形状のヘリカル切削」をＯＮにした場合、 
Ｇ０２／Ｇ０３でヘリカル動作のＮＣデータを出力 
できるようになりました。 
「ヘリカル円弧出力」をＯＮにしてください。 

・「条件ファイル編集」で各工程の加工手順を設定する際、「クリアランス」に０以下 
の値が設定できませんでした（センタードリルを除く）が、できるようにしました。 

ディメンジョン（アブソリュート／インクリメンタル）の設定は、従来は「実行環境
の設定」の中の「出力詳細」で行っていましたが、「実行環境の設定」で直接行
うよう、変更しました。 

その他の追加機能 



２DベースCAM機能 

L字アプローチの機能拡充 ワイヤカット 

2次元ワイヤカットCAMで、L字アプローチは、１ｓｔカットに対し
てのみ有効でしたが、2ndカット以降に対しても有効にできるよ
うにしました。加工位置設定で「L字アプローチ」の「１ｓｔカットの
み」をOFFすると、2ndカット以降も有効になります。 

その他の追加機能 



２D-CAD機能 角丸めコマンドの円弧参照 

枠内要素選択の改良 

印刷プレビューで「範囲選択」指定 

動画：３D-CAM-SV7-06-角丸め円弧参照 

「角丸め」コマンドで、丸めの半径を既存の円/
円弧を参照して指定できるようになりました。 

枠を使って要素を選択する際に、要素を一個単位で追加・除外
できるようにしました。従来のダブルクリック指定も有効です。 

「範囲指定」を選択したあと、「印刷範囲設定」ボタ
ンを押して、印刷範囲を指定してください。 

ポップアップメニューの表示位置 
ポップアップメニューの表示位置を変更した場合、次回表示で同じ位置に表
示されます。 

その他の追加機能 


